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自己紹介
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Combustion of hydrocarbons
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Combustion -> reaction and transport in fluid/material
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→研究対象の拡大：アンモニア、バッテリー電解液、冷媒、AI、材料の窒化・脆化・酸化

reaction and transport in fluid/material



国際共同研究の展開（頭脳循環後2013年）
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国際共同研究の展開（2021年頃）
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国際共同研究の展開（現在）
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国際共著論文29件（35%）
• 外国所属を含む学術論文。ただし、丸田先生
の極東連邦大所属分を除く。2024.1時点。University of Orléans
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留学経験からの個人的意見
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どんな行先が良いか？
・実績
必須。専門分野が異なっていると、留学後も連携しやすい。
・人格

Gentle & Supportiveかどうかの口コミがあるとよい。面識の有無は重要でない。
・目的
自身の学術的・技術的目的を明確にして伝える。留学や国際共同研究自体を目的にしない。
・若いor若手がいる
実力のある若手研究者と協業すると、息の長い連携ができる。
・国際性
国際的に活躍しているところに行くと、自分の国際的なネットワークが広がる。

留学を通して見える日本（流体研）の良いところ
・行先と目的の自由度が高い。
・研究を対象とした留学制度が充実している。
・学振研究費や科研費の柔軟性が高い。
・専門性を生かした就職先を国内で見つけやすい。
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